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イオンモールと共同開催「農業体験ウォーキング」 

東久留米市の特産「柳久保小麦」を体験しよう！ 
～東久留米市地域産業推進協議会、イオンモール東久留米共催 

   

東久留米市でのみ栽培されている特産「柳久保小麦」を知っていますか？ 

このたび、小麦生産量都内１位を誇る、東久留米の小麦に触れて、作って、食べるウ

オーキングツアーを次のとおり開催します。農業者が守り継いでいる「柳久保小麦」を、

体験を通して知って頂けるイベントです。 

取材をご希望の場合は、事前に市産業政策課にご連絡をお願いします。 
   

【日時】１１月２４日（日）午前９時～午後１時半ごろ 

※小雨決行、荒天の場合は１１月３０日（土）に延期します。 

【参加対象】東久留米市の農業や農作物に興味があり、徒歩で約４キロメートル歩ける 

      方 

【定員】４２人（定員に達したため募集は終了しました） 

【柳久保小麦とは】 

嘉永三年（１８５０年）、現在の東久留米市柳窪の奥住又右衛門（またえもん）が、

旅先から持ち帰った小麦の種を柳窪の土地に適した小麦に品種改良し生まれたと言わ

れています。丈が高く太いのが特徴で、粘りが強く、香りや風味に優れていたため、う

どん用の小麦として大変評判となりました。９０年ほど栽培が続けられていましたが、

丈が高く倒れやすく量産が困難なため、戦時中の食糧増産施策により１９４０年代初め

に姿を消し、「幻の小麦」となりました。 

しかし、昭和６３年（１９８８年）、奥住又右衛門 

の子孫の熱意により見事復活を果たし、伝統小麦を 

守り継ぐため、市内の農業者が協力して現在も栽培 

を続けています。 

 

※詳細は別紙をご覧ください。 

 

■問い合わせ先  

産業政策課長 島崎（担当：森本・武井） 

電話０４２・４７０・７７４３ 

柳久保小麦 
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